
　

３
月
11
日
の
「
東

日
本
大
震
災
」
か
ら

６
ヶ
月
目
を
迎
え
る
。

岩
手
県
内
で
は
８
月

末
現
在
４
６
５
２
名

の
方
が
犠
牲
と
な
り
、

１
８
４
５
名
の
方
が

行
方
不
明
と
な
っ
て

い
る
（
県
総
合
防
災
室
ま
と
め
）
。

こ
う
し
た
中
で
政
治
は
迷
走
を
繰

り
返
し
、
失
望
感
と
不
信
感
を
増

長
さ
せ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
８

月
30
日
に
菅
内
閣
が
総
辞
職
を
し

た
が
、
誕
生
時
は
市
民
運
動
出
身

の
宰
相
と
し
て
国
民
の
期
待
を
集

め
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
言
動
の

ブ
レ
は
も
と
よ
り
、
何
よ
り
も
閣

内
で
の
十
分
な
す
り
合
わ
せ
の
な

い
ま
ま
の
発
言
は
多
く
の
混
乱
を

招
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
菅
前
首

相
の
責
任
は
重
い
▼
こ
の
こ
と
か

ら
、
私
達
は
何
を
学
ぶ
べ
き
な
の

か
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
独
断
は

ま
さ
に
「
紙
一
重
」
で
あ
る
が
、

大
事
な
こ
と
は
組
織
と
し
て
の
議

論
と
意
思
統
一
に
あ
る
。
「
唯
我

独
尊
」
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、

異
見
を
包
み
込
む
懐
の
深
さ
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
自
省
を
込
め
、

謙
虚
さ
を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い

▼
８
月
20
・
21
日
と
、
全
国
知
的

支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
研
究
協
議

大
会
へ
出
席
の
機
会
を
得
た
。
幾

人
か
の
方
か
ら
「
東
北
の
人
は
大

変
さ
を
口
に
し
な
い
、
我
慢
強

い
」
と
言
わ
れ
た
。
私
は
、
「
み

ち
の
お
く
」
と
い
う
厳
し
い
自
然

風
土
の
中
で
も
歯
を
食
い
縛
り
、

中
央
の
圧
政
に
耐
え
て
き
た
歴
史

が
作
り
出
し
た
「
真
の
強
さ
」
だ

と
考
え
る
。
是
非
、
藤
沢
周
平
著

の
「
義
民
が
駆
け
る
」
を
ご
一
読

願
う
▼
厳
し
さ
の
中
に
あ
る
「
い

の
ち
と
暮
ら
し
」
を
守
っ
て
い
く

こ
と
が
政
治
の
責
務
で
あ
る
。
同

様
に
、
大
変
さ
の
中
で
職
場
の
労

働
条
件
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
が

労
働
組
合
の
任
務
で
あ
る
。
国
労

は
Ｊ
Ｒ
の
産
別
労
組
と
し
て
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
確
認

し
た
。
労
働
条
件
改
善
、
組
織
強

化
・
拡
大
に
向
け
、
全
組
合
員
が

奮
闘
し
よ
う
！
（
要
）
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岩
手
発
・
原
発
さ
よ
う
な
ら

９
・
16
集
会

▽
９
月
19
日
（
東
京
）

　

９
・
19
さ
よ
う
な
ら
原
発
５
万

人
集
会

▽
９
月
22
日
（
盛
岡
）

　

第
２
回
組
織
検
討
委
員
会

▽
９
月
22
・
23
日
（
盛
岡
）

▽
９
月
14
日
（
盛
岡
）

　

全
労
済
岩
手
県
推
進
会
議

９
月
16
日
（
仙
台
）

　

東
北
交
運
労
協
第
４
回
拡
大
幹

事
会

▽
９
月
16
日
（
盛
岡
）

拡大キャッチコピー
「新しい仲間づくりを
                   皆の力で」

「一緒に解消しませんか、
      あなたの疑問。
           加入まってます」

　

８
月
28
日
（
日
）
地
本
主
催
で
「
第
２
回
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
交
流
会
」
が
盛
岡
支
部
側
（
盛
岡
国
労
会
館

４
階
）
19
人
参
加
・
青
森
支
部
側
（
青
森
国
労
会
館
２
階
）
10
人
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
２
０
０
８
年
度
か
ら
「
エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
」
が
導
入
さ
れ
た
。
再
雇
用
機
会
提
供
制
度
が

あ
く
ま
で
も
再
雇
用
先
の
斡
旋
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
再
雇
用
し
原
則
と
し
て
出
向
扱

い
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
貨
物
会
社
は
嘱
託
制
度
を
導
入
。
国
労
東
日
本
本
部
は
こ
の
間
65
歳
定
年
の
実
現
を

求
め
続
け
て
い
る
が
会
社
側
の
壁
は
厚
く
、
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
年
金
の
支

給
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
60
歳
定
年
後
の
「
生
活
の
確
保
」
が
労
働
者
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
問
題
・
課
題
を
踏
ま
え
、
労
働
条
件
の
改
善
・
組
織
拡
大
に
対
す
る
取
り
組
み
を
強
め
る
こ
と
を

意
思
統
一
し
た
。

　

担当　菅原一郎弁護士

（盛岡市）

＜問い合わせは地方本部へ＞

無料法律相談
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鉄
道
の
状
況
を
調
査
す
る
た
め
に

訪
れ
た
本
部
調
査
団
と
現
地
を
視

察
す
る
機
会
を
与

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
三
陸
鉄

道
の
社
員
の
皆
さ

ん
の
案
内
で
三
鉄

の
状
況
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

北
リ
ア
ス
線
の
島

越
駅
付
近
の
被
害

が
甚
大
で
、
景
勝

地
と
し
て
有
名
だ

っ
た
駅
は
基
礎
だ

け
を
残
し
全
壊
し

て
い
て
、
前
後
に

あ
る
橋
梁
は
流
さ

れ
、
ト
ン
ネ
ル
の

中
は
土
砂
が
堆
積

し
て
い
ま
し
た
。
津
波
は
ト
ン
ネ

ル
の
北
側
か
ら
入
り
込
み
、
南
側

か
ら
す
ご
い
勢
い
で
噴
出
し
た
そ

　

８
月
17
日
・
18
日
の
両
日
、
宮

古
か
ら
陸
前
高
田
ま
で
被
災
地
の

う
で
す
。
ま
た
南
リ
ア
ス
線
で
も

同
じ
よ
う
に
、
越
喜
来
付
近
で
は

レ
ー
ル
と
と
も
に
道
床
が
流
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
線
は
、
４
月
１
日
に
訪
れ

て
以
来
、
久
し
ぶ
り
の
現
地
で
し

た
が
、
線
路
は
枕
木
や
レ
ー
ル
は

取
り
除
か
れ
、
山
田
線
内
の
被
災

し
た
各
駅
は
が
れ
き
が
片
付
け
ら

れ
整
地
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
船
渡
・
陸
前
高
田
地
区
は
震

災
後
初
め
て
訪
れ
ま
し
た
が
、
街

の
中
に
は
が
れ
き
が
山
の
よ
う
に

積
ま
れ
、
大
船
渡
線
は
至
る
所
で

レ
ー
ル
が
津
波
の
影
響
で
曲
が
っ

た
状
態
で
放
置
さ
れ
大
船
渡
駅
は

構
内
の
レ
ー
ル
も
が
れ
き
も
津
波

直
後
の
ま
ま
で
し
た
。
地
区
ご
と

に
復
旧
の
ス
ピ
ー
ド
に
温
度
差
が

あ
る
の
が
見
て
取
れ
ま
し
た
。
い

ず
れ
線
路
の
復
旧
に
は
相
当
の
時

間
が
か
か
る
の
は
当
た
り
前
で
す

が
、
労
働
組
合
と
し
て
状
況
を
見

な
が
ら
で
き
る
こ
と
を
き
っ
ち
り

や
り
遂
げ
、
一
日
も
早
い
鉄
路
の

復
旧
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
改
め
て
決
意
さ
せ
た
2
日
間
で

し
た
。

　
　

盛
岡
支
部
執
行
委
員
長　
　

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
研
司

か
」
、
北
上
工
務
分
会
（
ユ
ニ
オ

ン
建
設
）
「
北
上
か
ら
一
関
保
守

基
地
ま
で
の
月
12
回
あ
る
夜
勤
の

冬
道
に
不
安
が
あ
る
。
休
憩
室
も

な
く
車
で
休
ん
で
い
る
、
下
請
け

の
労
働
条
件
が
劣
悪
だ
」
、
盛
岡

運
転
分
会
（
ア
メ
ニ
テ
ッ
ク
）

「
タ
オ
ル
の
絞
り
過
ぎ
で
腱
鞘
炎

に
な
っ
て
い
る
。
ト
イ
レ
に
行
く

時
間
も
な
い
。
エ
ル
ダ
ー
に
手
当

て
が
な
い
」
、
盛
岡
施
設
分
会

（
仙
建
工
業
）
「
夜
勤
回
数
の
上

限
１
２
０
回
縛
り
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、
１
２
０
回
を
越
え
て

い
る
」
な
ど
の
意
見
や
質
問
が
出

さ
れ
た
。

　

最
後
に
齋
藤
委
員
長
が
「
国
鉄

闘
争
が
終
結
し
た
、
今
後
は
労
働

条
件
の
改
善
に
向
け
た
闘
い
に
基

軸
を
移
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

特
に
合
理
化
が
進
み
パ
ー
ト
ナ
ー

会
社
や
協
力
会
社
の
労
働
条
件
・

賃
金
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
み

な
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
地
本
も
最
大
限
取
り
組
む
」

と
決
意
を
の
べ
座
長
退
任
、
懇
親

会
に
入
り
交
流
を
深
め
た
。

　

第
14
回
闘
争
・
第
13
回
執
行
委

員
会

▽
９
月
27
日
（
安
比
）

　

第
16
回
地
本
ゴ
ル
フ
大
会

▽
10
月
16
・
17
日
（
浅
虫
）

　

第
67
回
定
期
地
方
大
会

▽
10
月
18
日
（
盛
岡
）

岩
手
県
交
運
労
協
幹
事
会

　

盛
岡
支
部
側
は
齋
藤
委
員
長
が

座
長
就
任
と
主
催
者
を
代
表
し
て

「
３
・
11
の
震
災
で
組
合
員
も
犠

牲
に
な
っ
た
、
国
労
と
し
て
災
害

対
策
本
部
を
設
置
し
義
援
金
や
被

災
地
へ
の
食
料
・
生
活
救
援
物
資

の
支
援
に
取
り
組
ん
だ
、
組
合
員

み
な
さ
ん
の
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

犠
牲
者
の
ご
冥
福
を
祈
る
と
と
も

に
被
災
さ
れ
た
方
の
日
常
が
早
く

戻
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
１
０
４

７
名
の
雇
用
問
題
は
苦
渋
の
決
断

で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
最
終
的
に

当
事
者
の
意
思
決
定
を
踏
ま
え
た

う
え
で
、
第
80
回
全
国
大
会
を
も

っ
て
終
結
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

岩
手
県
議
会
議
員
選
挙
は
久
保
・

木
村
両
組
織
内
候
補
、
推
薦
す
る

刈
屋
候
補
を
絶
対
落
と
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
全
国
大
会
で
退
任
し
た
髙

橋
伸
二
委
員
長
は
交
運
共
済
専
務

理
事
に
就
任
し
た
、
労
苦
を
労
い

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

次
に
「
エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」
提
起
を

し
た
。
意
見
交
流
で
は
一
関
運
輸

分
会
（
ア
メ
ニ
テ
ッ
ク
）
「
震
災

以
降
業
務
が
減
少
し
て
い
る
、
要

員
を
減
ら
さ
れ
な
い
か
心
配
だ
。

サ
ー
ビ
ス
労
働
が
蔓
延
し
て
い
る
、

色
々
な
雇
用
体
系
が
あ
る
が
交
流

を
深
め
て
改
善
し
た
い
。
組
織
拡

大
に
取
り
組
む
」
、
貨
物
分
会

（
嘱
託
）
「
60
歳
前
に
年
金
の
勉

強
会
が
必
要
、
退
職
し
て
１
年
間

は
月
の
収
入
の
変
化
が
大
き
く
苦

労
し
た
。
貨
物
の
合
理
化
で
職
場

が
な
く
な
り
新
幹
線
通
勤
し
て
い

る
」
、
宮
古
地
域
分
会
（
ジ
ャ
ス

タ
ー
）
「
震
災
で
職
場
が
決
ま
ら

な
か
っ
た
、
草
取
り
な
ど
を
や
り

人
活
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
だ
」
、
盛

岡
運
転
分
会
（
ア
メ
ニ
テ
ッ
ク
）

「
腰
痛
で
務
ま
ら
な
い
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
変
更
し
て
欲
し
い
。
病
欠
の

場
合
扱
い
は
ど
う
な
る
の
か
。
精

勤
手
当
て
で
15
万
円
も
ら
っ
た
が

年
金
14
・
６
万
円
カ
ッ
ト
に
な
る

と
通
知
が
あ
っ
た
勉
強
不
足
だ
っ

た
。
汚
損
手
当
て
を
作
ら
れ
な
い

　

８
月
15
日
、
「
敗
戦
記
念
日
、

憲
法
を
守
る
街
頭
宣
伝
行
動
」
が

取
り
組
ま
れ
た
。
例
年
で
あ
れ
ば

憲
法
擁
護
岩
手
県
連
盟
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
昨
年
の
憲
法

擁
護
岩
手
県
連
盟
、
岩
手
県
原
水

禁
止
協
議
会
、
平
和
環
境
岩
手
県

労
働
組
合
セ
ン
タ
ー
の
解
散
・
統

合
に
よ
り
、
今
年
は
平
和
環
境
岩

手
県
セ
ン
タ
ー
平
和
運
動
部
の
主

催
に
よ
る
取
り
組
み
に
。
平
和
環

境
岩
手
県
セ
ン
タ
ー
・
社
民
党

（
県
議
・
市
議
）
・
Ｉ
女
性
会
議

か
ら
計
16
人
が
結
集
し
、
国
労
か

ら
は
菊
池
要
悦
組
織
部
長
が
参
加

し
た
。

　

盛
岡
駅
前
に
お
け
る
街
頭
演
説

を
皮
切
り
に
、
盛
岡
市
内
を
３
コ

ー
ス
に
分
か
れ
て
街
宣
。
市
内
要

所
に
お
い
て
は
車
を
止
め
て
、
街

頭
か
ら
の
訴
え
と
チ
ラ
シ
配
布
も

行
っ
た
。

　

議
会
に
お
け
る
護
憲
勢
力
が
後

退
し
政
治
反
動
が
強
ま
る
中
、
子

供
達
に
戦
争
の
悲
惨
さ
を
経
験
さ

せ
な
い
た
め
に
も
、
私
達
は
平
和

憲
法
を
堅
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
年
は
太
平
洋
戦
争

開
戦
70
年
目
を
迎
え
る
節
目
の
年
。

改
め
て
平
和
に
つ
い
て
共
に
考
え

あ
い
た
い
。

　

岩
手
公
園
の
亀
ヶ
池
に
て
正
午

の
時
報
と
共
に
黙
祷
を
捧
げ
て
、

街
宣
行
動
は
終
了
し
た
。

第２回エルダー
組 合 員 交 流 会

宮古・陸前高田間

「
65
歳
定
年
」
会
社
の
壁
厚
く
、
厳
し
い

＝
国
労
本
部
調
査
団
同
行
記
＝

＝
盛
岡
市
議
会
議
員
選
挙
＝

「レール、枕木が積まれていた大槌駅」

参
加
者
か
ら
厳
し
い
実
態
の
報
告

国
労
の
推
薦
す
る
社
民
党
公
認
の

細
川
光
正
氏
が
立
候
補
し
た
盛
岡

市
議
会
議
員
選
挙
（
定
数
38
）
が

８
月
28
日
投
開
票
で
実
施
さ
れ
、

細
川
氏
が
２
０
９
９
票
を
獲
得
し

第
33
位
で
４
度
目
の
当
選
を
果
た

し
た
。
同
選
挙
で
は
、
社
民
党
公

認
・
推
薦
候
補
あ
わ
せ
５
人
が
当

選
し
た
。

＝＝
盛
岡・青
森
で
同
日
開
催==

レ
ー
ル
が
整
理
さ
れ
た
箇
所

　

津
波
直
後
の
ま
ま
の
箇
所
も

8・15「
平
和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ
ー
」

敗
戦
記
念
日
、
平
和
憲
法
を
守
る

　
　
盛
岡
市
内
で
街
頭
宣
伝
行
動
展
開

労
働
条
件
改
善
に
最
大
限
の
努
力

労
働
条
件
改
善
に
最
大
限
の
努
力

細
川
光
正
氏
が
２
０
９
９
票
獲
得

　

第
33
位
で
４
度
目
の
当
選
果
た
す
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原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

被
爆
66
周
年

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

青
森
支
部
職
員
　
会
津　
エ
リ
子

熱
い
放
射
能
が
降
り
そ
そ
ぐ

　

66
年
前
の
光
景
が
頭
よ
ぎ
る

　

今
回
は
昨
年
に
続
き
広
島
大

会
は
２
回
目
の
参
加
に
な
り
、

し
か
も
事
務
局
と
し
て
同
行
し

た
た
め
、
一
緒
に
行
っ
た
皆
様

に
迷
惑
を
お
か
け
し
た
と
思
い

ま
す
。

　

昨
年
12
月
平
和
環
境
岩
手
県

労
働
組
合
セ
ン
タ
ー
の
総
会
に

お
い
て
、
県
の
原
水
禁
と
護
憲

が
平
環
セ
ン
タ
ー
と
の
合
併
を

機
に
、
名
称
を
変
更
す
る
と
共

に
原
水
禁
運
動
部
と
平
和
運
動

部
を
新
た
に
設
置
し
、
私
が
原

水
禁
運
動
部
長
の
任
を
担
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
の
原
水
禁
運
動
部
と
し
て

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
訳
で

す
が
、
３
．
11
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
沿
岸
部
の

皆
さ
ん
の
参
加
者
減
や
延
期
さ

れ
て
い
た
県
内
の
自
治
体
選
挙

の
告
示
を
目
前
に
し
て
、
例
年

よ
り
少
な
い
21
人
の
参
加
で
、

初
の
事
務
局
と
し
て
不
安
を
抱

え
な
が
ら
長
崎
大
会
ま
で
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
覚

悟
し
て
い
た
と
は
言
え
真
夏
の

過
酷
な
１
週
間
で
し
た
。

　

８
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
の

広
島
大
会
へ
は
、
大
人
15
人
・

子
供
５
名
の
20
人
（
途
中
参
加

１
人
）
が
参
加
し
、
４
日
は
ホ

テ
ル
へ
講
師
を
迎
え
て
「
被
爆

体
験
談
」
を
聞
き
な
が
ら
原
爆

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
が
、

被
爆
者
の
高
齢
化
に
よ
り
体
験

談
を
話
せ
る
方
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
気
が
か
り
で

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
平
和
祈
念
資

料
館
の
見
学
と
「
折
鶴
平
和
行

進
」
「
核
兵
器
廃
絶
２
０
１
１

平
和
ヒ
ロ
シ
マ
集
会
」
へ
参
加

し
、
特
に
平
和
行
進
で
は
「
折

鶴
平
和
行
進
」
の
横
断
幕
を
小

学
生
の
子
供
達
５
人
で
抱
え
、

１
．
３
キ
ロ
を
先
頭
で
堂
々
と

行
進
し
ま
し
た
。

　

翌
５
日
は
、
子
供
達
と
原
爆

病
院
へ
県
内
各
自
治
体
な
ど
か

ら
の
お
見
舞
い
を
届
け
、
副
院

長
か
ら
入
院
し
て
い
る
被
爆
者

の
現
状
を
聞
き
、
放
射
能
汚
染

の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
認
識
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

６
日
は
、
広
島
平
和
公
園
で

の
黙
と
う
後
、
次
の
長
崎
大
会

へ
と
向
い
直
接
長
崎
入
り
し
た

大
森
（
県
教
委
事
務
職
組
）
さ

ん
と
合
流
し
、
７
日
長
崎
集
会

に
参
加
し
、
広
島
と
同
じ
く
原

爆
病
院
へ
お
見
舞
い
を
届
け
ま

し
た
が
、
日
曜
日
に
も
関
わ
ら

ず
院
長
自
ら
に
対
応
し
て
い
た

だ
き
、
感
謝
し
た
次
第
で
す
。

　

最
終
日
の
９
日
は
８
時
に
岩

手
県
の
慰
霊
碑
に
献
花
と
墓
参

を
す
ま
せ
、
ま
と
め
集
会
と
非

核
平
和
行
進
・
爆
心
地
公
園
で

の
折
鶴
献
納
、
そ
し
て
黙
と
う

ま
で
全
行
程
を
無
事
終
了
し
帰

路
に
着
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
は
３
．
11
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
福
島
第
１
原
発
事
故

を
受
け
、
脱
原
子
力
を
取
り
上

げ
た
２
分
科
会
で
は
予
想
を
上

回
る
参
加
で
、
用
意
し
た
席
が

満
席
に
な
る
な
ど
、
「
脱
原

発
」
を
強
く
訴
え
る
原
水
禁
・

長
崎
大
会
で
し
た
。

　

人
類
史
上
初
め
て
原
子
爆
弾
が

投
下
さ
れ
た
１
９
４
５
年
か
ら
今

年
で
66
周
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

自
身
、
２
０
０
６
年
に
次
い
で
５

年
振
り
、
２
度
目
の
「
広
島
大

会
」
参
加
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の

岩
手
県
代
表
団
は
、
小
野
寺
育
郎

（
原
水
禁
一
関
地
区
市
民
会
議
）

氏
を
団
長
に
、
齋
藤
庄
司
地
本
委

員
長
（
平
和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ

ー
原
水
禁
運
動
部
長
）
が
事
務
局

長
を
務
め
、
国
労
枠
で
参
加
し
た

菊
池
要
悦
を
含
め
て
21
人
と
な
り

ま
し
た
。

　

８
月
３
日
に
広
島
入
り
し
、
２

日
目
の
４
日
午
前
に
行
わ
れ
た
学

習
会
で
は
広
島
平
和
記
念
資
料

館
・
原
田
浩
前
館
長
に
よ
っ
て

「
被
爆
体
験
談
」
が
語
ら
れ
、
自

身
の
体
験
も
交
え
た
「
ピ
カ
・
ド

ン
」
後
の
壮
絶
な
状
況
が
克
明
に
、

冷
静
に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
館
長
と
し
て
関
わ
り
を
持
っ

た
ア
メ
リ
カ
の
「
原
爆
展
」
の
経

緯
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
「
エ
ノ

ラ
・
ゲ
イ
問
題
」
に
象
徴
さ
れ
る

ア
メ
リ
カ
世
論
の
特
徴
＝
早
期
戦

争
終
結
の
た
め
に
原
爆
投
下
は
正

し
か
っ
た
＝
な
ど
、
日
米
両
国
民

の
立
場
の
違
い
を
改
め
て
感
じ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
大
会
は
、
「
東
日
本
大

震
災
」
に
よ
る
原
発
事
故
発
生
を

受
け
て
、
「
核
と
の
共
存
の
是

非
」
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
テ
ー

マ
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

広
島
市
・
松
井
市
長
は
「
広
島
平

和
宣
言
」
の
中
で
核
の
平
和
利
用

に
疑
問
を
投
げ
掛
け
る
声
を
紹
介

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
転
換
を
訴

え
て
い
ま
し
た
。
未
確
立
の
核
制

御
・
処
理
技
術
が
商
業
ベ
ー
ス
で

展
開
を
さ
れ
て
い
る
中
、
核
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
基
軸
と
し
な
い
社
会
実

現
の
た
め
に
は
私
達
自
身
が
生
活

の
「
あ
り
方
」
を
見
直
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
24
時
間

営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
が

こ
れ
ほ
ど
必
要
な
の
か
？
テ
レ
ビ

の
深
夜
放
送
は
本
当
に
必
要
な
の

か
？
ｅ
ｔ
ｃ
‥
。
ま
ず
は
、
身
の

回
り
か
ら
考
え
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
日
夕
方
に
開
催
さ
れ

た
「
核
兵
器
廃
絶　

２
０
１
１

　

平
和
ヒ
ロ
シ
マ
大
会
」
で
は
、

原
発
事
故
に
つ
い
て
何
ら
具
体
的

に
触
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
連
合
・
原
水
禁
・
核
禁
止

会
議
に
よ
る
実
行
委
員
会
形
式
だ

け
に
自
ず
と
限
界
は
あ
る
も
の
の
、

残
念
に
感
じ
た
の
は
私
ひ
と
り
だ

け
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

　

８
月
６
日
朝
、
平
和
記
念
公
園

内
で
黙
祷
を
捧
げ
、
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。
核
の
問
題
が
改
め
て
問

わ
れ
て
い
る
今
日
、
「
ノ
ー
モ

ア
・
ヒ
ロ
シ
マ　

ノ
ー
モ
ア
・
ナ

ガ
サ
キ　

ノ
ー
モ
ア
・
フ
ク
シ

マ
」
を
軸
に
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
を
創
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

た
４
日
間
で
し
た
。

　

８
月
４
日
昼
過
ぎ
広
島
駅
に
到

着
、
ホ
テ
ル
か
ら
青
森
か
ら
の
一

行
10
人
と
蝉
の
鳴
声
の
中
、
広
島

記
念
公
園
に
移
動
し
世
界
大
会
に

集
結
し
た
仲
間
と
共
に
県
立
総
合

体
育
館
ま
で
炎
天
下
の
中
を
平
和

行
進
。
66
年
前
も
暑
く
、
熱
い
放

射
能
が
降
り
そ
そ
ぎ
、
こ
の
川
に

身
を
入
れ
た
ん
だ
と
写
真
で
見
た

光
景
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。

　

核
兵
器
廃
絶
ヒ
ロ
シ
マ
集
会

で
、
川
野
原
水
禁
議
長
は
原
発
問

題
を
避
け
て
は
通
れ
な
い
現
実
、

福
島
の
原
発
事
故
を
受
け
、
原
爆

被
爆
者
と
し
て
多
く
の
問
題
を
思

う
と
話
し
、
主
催
者
の
南
雲
連
合

事
務
局
長
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
も

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え

ま
し
た
。
湯
崎
広
島
県
知
事
は
核

兵
器
の
廃
絶
が
使
命
、
平
和
実
現

の
た
め
頑
張
る
と
、
松
井
広
島
市

長
は
次
世
代
へ
思
い
を
繋
げ
て
い

き
た
い
、
核
廃
絶
署
名
活
動
を
進

め
て
行
く
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

拍
手
が
大
き
く
心
を
打
っ
た
の
は

海
外
来
賓
代
表
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
韓

国
環
境
財
団
理
事
長
チ
ェ
・
ヨ
ル

氏
の
平
和
利
用
の
名
の
下
に
次

々
と
原
発
を
作
っ
た
が
福
島
第
１

原
発
が
爆
発
し
た
。
ノ
―
モ
ア
広

島
・
長
崎
・
福
島
！
と
大
き
な
声

で
叫
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。

　

翌
日
は
第
１
分
科
会
に
参
加
、

「
福
島
原
発
事
故
と
脱
原
発
社
会

の
選
択
」
と
題
し
西
尾
獏
原
子
力

情
報
室
共
同
代
表
の
講
演
を
受
け

ま
し
た
。
福
島
原
発
事
故
と
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
と
の
比
較
や
原

発
の
危
険
性
に
つ
い
て
想
定
外
で

済
ま
さ
れ
な
い
、
人
災
と
言
わ
れ

る
の
は
安
全
を
キ
チ
ン
と
考
え
て

き
た
の
か
と
、
４
基
の
原
発
は
非

常
に
危
険
で
あ
り
学
習
す
る
と
共

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
考
え
る
と
話
し
ま
し
た
。

　

各
地
か
ら
の
報
告
も
行
わ
れ
、

福
島
県
双
葉
町
の
方
は
地
震
の
時

の
様
子
や
放
射
能
か
ら
の
非
難
の

実
態
を
生
々
し
く
話
し
、
不
安
な

生
活
を
訴
え
ま
し
た
。
分
科
会
の

ま
と
め
と
し
て
福
島
原
発
事
故
後

の
状
況
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
並

ぶ
も
の
、
原
発
震
災
は
全
国
で
考

え
ら
れ
る
課
題
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
活
用
や
節
電
も
し
な
が
ら

脱
原
発
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
結
び
ま
し
た
。

　

６
日
は
朝
の
慰
霊
式
に
参
加

後
、
中
国
新
聞
ホ
ー
ル
で
広
島
集

会
に
参
加
。
子
供
ひ
ろ
ば
か
ら
三

重
高
校
生
の
４
０
０
人
が
参
加
し

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
作
り
や
マ
ル
マ
ル

ダ
ン
ス
、
広
島
高
校
の
″
う
ま
し

め
ん
か
〞
を
朗
読
し
た
こ
と
の
報

告
が
あ
り
、
３
人
の
高
校
生
が
壇

上
に
あ
が
り
日
本
が
戦
争
で
失
っ

た
物
は
大
き
か
っ
た
、
今
世
界
中

で
苦
し
ん
で
い
る
人
達
も
多
く
い

る
、
世
界
中
の
人
が
助
け
合
い
仲

良
く
し
て
行
け
た
ら
い
い
と
、
支

援
し
あ
い
平
和
な
国
を
世
界
中
に

広
め
た
い
と
訴
え
た
。

　

最
後
に
原
爆
記
念
館
を
見
学
し

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

広島大会

地
方
本
部
執
行
委
員
　
菊
池　

要
悦

核
と
共
存
の
是
非
も
大
き
な
テ
ー
マ

　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
転
換
を
訴
え
る

広島大会

地
方
本
部
執
行
委
員
長
　
齋
藤　

庄
司

脱
原
発
を
強
く
訴
え
た
両
大
会

　

覚
悟
と
は
い
え
過
酷
な
１
週
間

広島・長崎大会

ノ
ー
モ
ア
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
・
フ
ク
シ
マ

ノ
ー
モ
ア
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
・
フ
ク
シ
マ

被
爆
66
周
年

▲広島大会・青森県代表団
（左から２人目が会津さん）
▲広島大会・青森県代表団
（左から２人目が会津さん）

▲長崎の爆心公園に折鶴を
献納する齋藤地本委員長

▶被爆体験談学習会に参加の
　岩手県代表団・広島大会


